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怪
火
か
光
明
か　
　
　

山
本
陽
子
＊
全
学
共
通
教
育　

教
授　

日
本
・
東
洋
美
術
史

光ひ
か

り
曄て
り

煜か
か
やき
て
、
状
か
た
ち

流い
な

電び
か
りの
如ご
と

し
。
是こ
れ

に
由よ

り
て
、
長な
が

髄す
ね

彦ひ
こ

が
軍
い
く
さ
の

卒
ひ
と
ど
も、
皆み
な

迷ま
ど

ひ
眩ま
ぎ

え
て
、
復ま
た

力き
は

め
戦た
た
かは

ず）2
（

」
と
形
容
さ
れ
、
そ
の
光
が
威
力
と
な
っ
て
敵
は
敗
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
天
照
大
神
が
日
神
、
月
読
尊
が
月
神
と
さ
れ
る
ゆ
え
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
を
「
光
」
字
で
検
索
す
れ
）
3
（
ば
、「
光
み
ち
を
る
・
て
り
ま
す
宅
」

「

光

て
り
の
ぞ
み
・
し
ら
し
・
て
ら
し
ひ
ら
く

臨

」
の
よ
う
に
、
天
皇
や
皇
室
の
祖
先
の
行
動
に
関
す
る
敬
称
と

し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
「
光
」
る
も
の
は
、
天
皇
と
そ
の
祖
先
に

あ
た
る
神
々
に
限
ら
な
い
。「
光
」
字
の
用
例
に
は
、
美
称
と
し
て
使
わ
れ
た
十
一

件
と
、
経
典
名
の
『
金
光
明
経
』
六
件
、
人
名
十
三
件
も
含
ま
れ
る
。
人
名
は
巻
二

下
天
孫
降
臨
の
瓊に

に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
杵
尊
の
美
称
と
し
て
の
天あ
ま

津つ

彥ひ
こ

國く
に

光て
る

彥ひ
こ

、
巻
二
九
の
使
者

上う
え
の
す
ぐ
り
く
わ
う
ぶ

寸
主
光
父
を
除
け
ば
、
巻
二
一
以
下
の
百
済
人
と
僧
侶
名
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
除
外
し
た
二
〇
件
の
「
光
」
字
の
使
用
箇
所
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

【
表
1
】
と
し
た
。
ま
ず
光
を
放
つ
神
と
し
て
、
先
の
日
神
で
あ
る
天
照
大
神
の
ほ

か
、「
其
の
光

ひ
か
り

彩う
る
はし

き
こ
と
日
に
亞つ

げ
り
」
と
さ
れ
る
月
読
尊
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の

子
孫
の
雄
略
天
皇
が
産
ま
れ
た
場
面
が
「
神

あ
や
し
き
ひ
か
り
お
ほ
と
の

光

殿
に
満い
は

め
り
」
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
光
を
放
つ
者
は
、
日
月
神
と
天
皇
だ
け
で
は
な
い
。
大
三
輪
の
神
は
「
神あ

や

し
き
光
海
に
照て
ら

し
て
」、
豊
玉
姫
は
「
海
を
光て
ら

し
て
」
現
れ
、
井
の
中
よ
り
出
て
来

た
国
つ
神
の
井い

ひ
か光

も
、「
光
り
て
尾
有
り
」
と
記
さ
れ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
巻

第
二
神
代
下
の
天
孫
降
臨
に
お
い
て
芦

あ
し
は

原ら
の

中な
か

國つ
く
にの

平
定
さ
れ
て
い
な
い
情
況
が
、

然し
か

も
彼そ

の
地く
に

に
、
多さ

は

に
螢

ほ
た
る

火び

の
光か

か
やく

神か
み

、
及お

よ

び
蠅さ

ば

聲へ
な

す
邪あ

し
き
神
あ
り
。
復ま

た

草く
さ

木き

咸こ
と
ご
とに

能よ

く
言も

の
い
ふ
こ
と語

有あ

り）4
（

。 

（
以
下
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
蛍
火
の
よ
う
に
発
光
す
る
こ
と
が
、
忌
避

す
べ
き
邪
神
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
光
を
放
つ
物
と
し
て
は
先
の
金
鵄
の
他
に
、
不
知
火
・
焼
討
の
火
・
真
珠
・

雷
・
星
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
鵄
や
船
に
岸
を
教
え
た
不
知
火
、
嶋
の
神
が
求
め
た
真

怪
火
か
光
明
か

　

―
　

日
本
に
お
け
る
発
光
す
る
も
の
に
対
す
る
好
悪
感
覚
の
変
化
　

―
　

山
本
陽
子＊

　

光
り
輝
く
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
日
本
で
は
素
晴
ら
し
い
も
の
と
し
て
好
意
的

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
古
来
の
感
覚
に
お
い
て
、
日
月
以
外
の
発
光
す

る
も
の
全
て
が
、
必
ず
し
も
肯
定
的
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
好
意
的

に
捉
え
ら
れ
な
い
光
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
発
光
を
奇
跡
と
し
て
賞
賛
す
る
仏
教

が
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
に
対
す
る
感
覚
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た

の
か
を
考
え
た
い
。

一　
『
日
本
書
紀
』
の
光
る
も
の

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
光
を
好
ま
し
い
も
の
と
す
る
印
象
的
な
神
話
が
知
ら
れ
て

い
る
。
天
照
大
神
が
天あ

ま

石の
い

窟は
や

に
籠
っ
て
常と
こ

闇や
み

に
な
っ
た
国
内
が
、
磐
戸
が
引
き
あ
け

ら
れ
た
時
の
光
は
「
日ひ

の

神か
み

の
光ひ
か
り、
六く
に

合の
う
ちに
満い
は

み
に
き
。
故か
れ

、
諸
も
ろ
も
ろの
神
か
み
た
ち

大お
ほ

き
に
喜よ
ろ
こび

て
）
1
（

」
と
歓
迎
さ
れ
る
。
ま
た
神
武
天
皇
の
東
征
時
に
飛
来
し
た
金
の
鳶
は
「
其そ

の
鵄と
び
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大
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二
〇
一
八
年

天
皇
、
齋
も
の
い
み

戒
し
た
ま
は
ず
。
其
の
雷か

み

虺ひ
か
り
ひ
ろ
め虺

き
て
、
目ま

な
こ精

赫か
か
や赫

く
。
天
皇
、

畏か
し
こみ
た
ま
ひ
て
、
目み
め

を
蔽お
ほ

ひ
て
見み

た
ま
は
ず
、
殿お
ほ

中と
の

に
却か
く

入
れ
た
ま
ひ
）
5
（
ぬ
。

と
、
雷
神
が
虺

ひ
か
り

虺ひ
ろ
めき
目
を
赫か
が
や赫
か
せ
、
天
皇
を
畏
れ
さ
せ
て
い
る
の
で
、
神
の
怒
り

の
表
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
光
は
無
条
件
に
尊
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、
好
ま
し
い
事

柄
や
形
容
と
、
忌
む
べ
き
事
例
の
双
方
に
用
い
ら
れ
る
両
義
的
な
存
在
で
あ
）
6
（
る
。
な

ぜ
忌
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
の
か
、
巻
第
十
五
顕
宗
天
皇
即
位
前
記
の
、
兄
か
ら
天
皇

位
を
譲
ら
れ
た
弟
が
、
そ
れ
を
断
る
箇
所
の
光
に
関
す
る
譬
え
に
注
目
し
た
い
。

日ひ

月つ
き

出い

づ
れ
ど
も
、
爝と
も

火し
び

息や

ま
ず
。
其そ

の
光ひ
か
りに
於お

き
て
、
亦ま
た

難は
ば
か
りあ
ら
ず
）
7
（
や
。

『
荘
子
』
に
由
来
す
る
こ
の
比
喩
は
、
太
陽
や
月
が
昇
っ
て
も
な
お
燈
火
を
つ
け
て

お
く
と
、
そ
の
火
の
光
は
不
用
な
ば
か
り
か
却
っ
て
わ
ず
ら
い
と
な
る
だ
ろ
う
、
と

日
月
の
前
の
燈
火
の
価
値
を
否
定
し
、
む
し
ろ
「
難
は
ば
か
り

」
と
す
る
。

　

こ
の
比
喩
は
、
日
月
神
を
祖
と
す
る
皇
室
と
そ
れ
以
外
の
神
々
の
関
係
に
も
当
て

嵌
め
得
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
日
月
と
そ
の
末
裔
で
あ
る
天
皇
家
以
外
の

神
々
が
光
を
放
つ
事
実
は
否
定
し
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
神
々
が
日
月
や
天
皇
に

貢
献
す
る
た
め
で
は
な
く
、
自
己
の
存
在
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
発
光
す
る

こ
と
の
評
価
は
一
転
し
て
、「
難

は
ば
か
り

」
と
し
て
忌
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

説
話
と
古
記
録
上
の
光
物

　

中
世
の
記
録
上
で
「
光
」
の
文
字
は
、
美
称
や
貴
人
の
名
前
の
一
字
と
し
て
極
め

て
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
〈
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
）
8
（

ス
〉
を

「
光
」
字
で
検
索
す
る
と
、
該
当
数
は
七
万
五
千
余
件
に
上
る
。
し
か
し
日
月
以
外

で
発
光
す
る
も
の
に
関
す
る
忌
避
感
は
、
決
し
て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
「
西に

し
の
き
や
う
の
ひ
と
お
う
て
ん
も
ん
の
う
へ
に

京
人
見
応
天
門
上
光
ひ
か
る
も
の
を
み
る
こ
と

物
語
第だ
い
さ
む
じ
ふ
さ
む

三
十
三
」
）
9
（

に

珠
の
光
は
、
天
皇
を
助
け
る
正
の
方
向
に
働
く
が
、
兵
火
や
雷
光
、
熒
惑
星
と
歲
星

の
異
常
な
動
き
と
光
り
方
は
、
吉
例
と
は
い
え
な
い
。
特
に
雷
光
は
、『
日
本
書
紀
』

巻
第
十
四
雄
略
天
皇
七
年
秋
七
月
に
、
三
諸
岳
の
神
を
少
子
部
連
蜾
蠃
に
捕
ま
え
さ

せ
て
天
皇
が
見
よ
う
と
し
た
と
き
、
斎
戒
し
な
か
っ
た
天
皇
に
対
し
、

【表 1】『日本書紀』における「光」字の使用箇所（人名と美称を除く）とその内容

光の正体 原文

巻一　神代上 天照大神 於是、共生日神、號大日孁貴。此子、光華明彩、照徹於六合之內

月読尊 次生月神。其光彩亞日、可以配日而治。

天照大神 是時、天手力雄神、侍磐戸側、則引開之者、日神之光、滿於六合。

大三輪神 于時、神光照海、忽然有浮來者。此大三輪之神也。

巻二　神代下 邪神 然、彼地多有螢火光神及蠅聲邪神、復有草木咸能言語。

豐玉姬 豐玉姬自馭大龜、將女弟玉依姬、光海來到。

巻三　神武天皇 井光（国神） 至吉野時、有人出自井中、光而有尾。

金鵄 乃有金色靈鵄、飛來止于皇弓之弭、其鵄光曄煜、狀如流電

巻七　景行天皇 不知火 夜冥不知著岸。遥視火光、天皇詔挾杪者曰「直指火處。」因指火往之、卽得著岸。

不知火 天皇問其火光之處曰（中略）然不得主、茲知非人火。

巻十二　履中天皇 火事 太子、到河內國埴生坂而醒之、顧望難波、見火光而大驚、

巻十三　允恭天皇 嶋神の請う珠 差須臾之出曰「於海底有大蝮、其處光也。」

巻十四　雄略天皇 雄略天皇 天皇、産而神光滿殿、長而伉健過人。

巻十五　顕宗天皇 譬え 日月出矣而爝火不息、其於光也不亦難乎。

巻十九　欽明天皇 樟木 泉郡茅渟海中有梵音、震響若雷聲、光彩晃曜如日色。

放光仏 命畫工造佛像二軀、今吉野寺放光樟像也

巻二十　敏達天皇 日羅 時、日羅、身光有如火焰、由是德爾等恐而不殺。

日羅 遂於十二月晦、候失光、殺。

巻二九　天武天皇下 雷 雷光南方而一大鳴、則天災於民部省藏庸舍屋

巻三十　持統天皇 星 是夜、熒惑與歲星、於一步內乍光乍沒、相近相避四遍
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怪
火
か
光
明
か　
　
　

山
本
陽
子

は
、
以
下
の
よ
う
な
逸
話
が
載
る
。

応
天
門
ノ
上
ノ
層
ヲ
見
上
タ
レ
バ
、
真
サ
オ
に
光
ル
物
ア
リ
。
暗
ケ
レ
バ
何
者

ト
モ
不
見
エ
ヌ
程
ニ
、
懐

ね
ず
な
きヲ

頻し
き
りニ

シ
テ
ナ
ム
カ
ヽ
ト
咲わ
ら
ひケ

ル
。
頭
か
し
ら

毛の
け

太ふ
と

リ
テ
死

ヌ
ル
心
地
シ
ケ
レ
ド
モ
、
狐
ニ
コ
ソ
ハ
有
ラ
メ
ト
思
ヒ
念
ジ
テ
過
テ
、
西
様
ヘ

行
ケ
ル
ニ
、
豊
樂
院
ノ
北
ノ
野
ニ
円ま

ろ

ナ
ル
物
ノ
光
ル
有
リ
ケ
リ
。
其
レ
ヲ
ム
鳴な

ル
箭や

ヲ
以
テ
射
タ
リ
ケ
レ
バ
、
射
散
ス
ト
見
ケ
レ
バ
失
ニ
ケ
リ
。（
中
略
）
其

ノ
怖
シ
ト
思
ケ
ル
気け

ニ
ヤ
、
日ひ

ご
ろ来

温
あ
た
た
か
に

テ
ナ
ム
病
ケ
ル
。

す
な
わ
ち
、
夜
中
に
真
青
に
光
る
物
が
鼠
鳴
き
を
し
て
笑
う
の
を
見
た
男
は
、
怯
え

て
「
頭
毛
太
リ
テ
死
ヌ
ル
心
地
」
と
な
り
、
さ
ら
に
西
へ
行
っ
て
「
円
ナ
ル
物
」
が

光
る
と
こ
ろ
へ
鏑
矢
を
以
て
射
散
ら
し
た
が
、
恐
怖
か
ら
発
熱
し
て
寝
込
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
。
狐
の
仕
業
で
あ
ろ
う
と
念
じ
て
射
散
ら
す
ほ
ど
の
猛
者
に
と
っ
て
も
、

夜
光
る
も
の
は
熱
を
出
す
ほ
ど
恐
ろ
し
い
、
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
夜
に
光
を
発
す
る
も
の
は
、
中
世
に
は
光
物
と
呼
ば
れ
、
そ
の
出
現

は
と
き
に
歴
史
上
の
事
件
と
し
て
対
処
さ
れ
た
。
先
の
〈
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
〉
を
「
光
物
」
の
語
で
検
索
す
る
と
【
表
2
】
の
ご
と
く
、
十
二
世
紀
を
中

心
に
十
五
件
の
事
例
が
挙
が
る
。

　

例
え
ば
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
十
月
二
日
条
で
は
、

是
日
、
禁
中
ノ
怪
異
ニ
依
リ
テ
、
招
魂
祭
ヲ
行
フ

と
あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
同
書
裏
書
に
、

二
日
、
夜
禁
中
北
中
門
方
有
大
光
物
是
有
人
魂
之
疑
、
右
大
将
被
宿
仕
間
、
彼

前
駈
人
ゝ
彼
是
見
付
也
、

被
奏
事
由
、
三
个
夜
有
招
魂
御
祭
、
従
今

夜
始

と
あ
る
。
光
物
に
人
魂
の
疑
い
有
り
と
い
う
の
で
、
怪
異
の
対
策
と
し
て
招
魂
祭
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
六
月
十
八
日
の
『
吉
記
』
に

も
、「
京
中
有
光
物
、
内
裏
被
修
招
魂
祭
七
座
之
間
」
と
、
光
物
の
対
応
と
し
て
招

【表 2】大日本史料総合データベースによる光物（34件の内、「～光、物を献ず」のような 19例を除く）

編／冊／頁 和暦 西暦 内容 解釈 対策 備考

1 3編 3冊 914頁 嘉保 2年 10月 2日 1095 禁中北中門方有大光物（裏書） 有人魂之疑 招魂祭 中右記

2 3編 903冊 131頁 長承 3年 7月 2日 1134 是夜、光物アリ 中右記

3 3編 903冊 163頁 保延 4年 5月 2日 1138 光物アリ 興福寺別當次第

4 3編 903冊 492頁 嘉応 2年 1月 4日
1170 日吉社に光物あり、其色、虹の

如し
百練抄

5 3編 903冊 507頁 承安 1年 9月 18日 1171 光物あり、諸国を飛過す （流星か） 立川寺年代記

6 3編 903冊 575頁 治承 1年 5月 2日 1177 東北の天に光物あり 恠異歟 顕広王記・ 仲資王記

7 3編 903冊 602頁 治承 3年 3月 2日 1179 多武峯怪異、洛中に光物あり、 玉海・山槐記・百練抄

8 3編 903冊 632頁 治承 4年 9月 15日 1180 光物あり、坤より艮に赴く 流星歟 明月記

9 3編 903冊 654頁 養和 1年 6月 18日 1181 京中に光物あり 是則天変 招魂祭 吉記

10 3編 903冊 672頁 寿永 1年 6月 20日 1182 鎌倉に光物あり （流星か） 吾妻鏡

11 5編 904冊 792頁 建長 5年 2月 21日 1253 京都光物あり 流星歟 百練抄

12 5編 905冊 6頁 康元 1年 6月 14日 1256
石清水八幡宮鳴動して光物あり、
鎌倉も亦光物あり

但為流星之由
其中如流星之

經俊卿記・百練抄・吾妻
鏡・不知記・皇代暦・皇代
略記・皇年代略記・假名年
代記・建長寺年代記・新撰
和漢合圖・本國寺年譜・異
本塔寺長帳

13 11編 913冊 344頁 慶長 8年 1月 14日 1603 夜、光物あり、山城將軍塚鳴動す 興福寺年代記・時慶卿記

14 12編 4冊 1010頁 慶長 12年 7月 22日 1607
是夜、京都光物アリ、八月九月
マタ見ユ

人玉飛
孝亮宿禰日次記・言經卿
記・当代記

15 12編 5冊 580頁 慶長 13年 6月 5日 1608 大坂光物見ゆ、
三宝院義演を
して祈禱

義演准后日記・当代記・孝
亮宿禰日次記
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明
星
大
学
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究
紀
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人
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部
・
日
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文
化
学
科
】
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十
六
号　

二
〇
一
八
年

も
、「
大
坂
ヨ
リ
、
光
物
飛
行
ニ
付
、
為
祈
念
撫
物
来
」
と
あ
り
、
真
言
僧
の
義
演

に
よ
る
祈
念
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
光
物
が
流
星
の
類
と
判
断
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
先
の
『
吉
記
』
養
和

元
年
六
月
十
八
日
条
に
は
続
け
て
「
後
日
天
文
奏
、
是
即
天
変
云
々
」
と
、
天
文
方

よ
り
天
変
と
の
奏
上
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
明
月
記
』
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
九
月
十
五
日
の
「
自
坤
赴
艮
」
と
方
向
が
明
確
で
「
散
空
中
了
」
と

さ
れ
る
光
物
は
「
若
是
大
流
星
歟
」
と
あ
り
、『
百
練
抄
』
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）

二
月
二
一
日
条
の
光
物
も
「
流
星
歟
」
と
い
う
。
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
六
月
十

四
日
の
『
経
俊
卿
記
』
以
下
諸
記
録
に
見
え
る
光
物
も
「
但
為
流
星
之
由
」「
其
中

如
流
星
之
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
『
立
川
寺
年
代
記
』
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
九

月
十
八
日
条
「
光
物
諸
国
回
」
は
、
光
物
が
諸
国
で
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、『
吾
妻

鏡
』
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
六
月
二
〇
日
条
は
、「
其
光
及
数
丈
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
流
星
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
流
星
に
し
て
も
『
経
俊
卿
記
』
康
元
元
年
六
月
十
五
日
の
、

昨
日
巳
刻
八
幡
宮
有
光
物
又
々
鳴
動
云
々
但
為
流
星
之
由
風
聞
南
都
同
如
此

云
々

と
、
八
幡
宮
の
鳴
動
と
と
も
に
記
さ
れ
、
ま
た
慶
長
八
年
一
月
十
四
日
の
『
時
慶
卿

記
』
に
「
大
火
光
」
と
「
将
軍
塚
鳴
動
」
が
同
時
に
書
か
れ
る
。
流
星
と
見
な
さ
れ

た
光
物
も
ま
た
、
天
変
や
神
の
怒
り
の
現
れ
と
さ
れ
て
い
る
。
日
月
以
外
で
、
人
手

を
経
ず
に
光
る
も
の
は
、
人
魂
も
流
星
も
と
も
に
光
物
と
呼
ば
れ
、
危
惧
の
対
象
と

さ
れ
て
正
体
に
つ
い
て
陰
陽
家
に
伺
い
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
指
示
の
下
に
招
魂
祭
や

慎
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
光
物
の
記
事
は
、『
看
聞
日
記
』
の
よ
う
な
室
町
時
代
の
皇
族
・
貴
族

の
日
記
に
も
頻
出
す
）
₁₁
（

る
。
高
谷
知
佳
に
よ
れ
ば
こ
の
時
代
の
凶
兆
と
し
て
の
怪
異
は
、

は
じ
め
は
寺
社
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
の
手
段
と
し
て
発
信
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

後
に
は
凶
事
が
起
き
る
た
び
に
そ
の
前
兆
で
あ
っ
た
と
し
て
、「
風
聞
と
し
て
の
怪

異
」
が
多
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
）
₁₂
（

う
。
高
谷
の
挙
げ
る
そ
の
よ
う
な
怪
異

の
一
例
と
し
て
、
光
物
も
凶
兆
に
含
ま
れ
て
い
る
。

魂
祭
が
行
わ
れ
た
例
が
見
え
る
。

　

ま
た
中
・
近
世
の
寺
社
の
吉
凶
占
）
₁₀
（
文
、
例
え
ば
賀

茂
在
重
東
寺
々
中
光
物
吉
凶
占
文
で
は
、

今
月
七
日
亥
時　

於
東
寺
ゝ
中
光
物
吉
凶
占

文
事

推
之
神
不
浄
祟
口
舌
病
事
等
也
怪
日
以
後
廿
日

之
内
十
一
月
十
二
月
戊
巳
日
尤
慎
也　

兼
而
被

祈
謝
者
其
咎
消
哉

 

二
月
十
日　

図
書
頭
在
重

の
如
く
、
境
内
に
出
現
し
た
光
物
に
つ
い
て
、
東
大

寺
や
東
寺
、
談
山
神
社
等
か
ら
陰
陽
道
の
賀
茂
在
重

に
伺
い
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
原
因
と
し
て
「
神
不
浄

祟
」
な
ど
と
推
察
さ
れ
、
対
応
と
し
て
慎
む
期
間
が

示
さ
れ
、
祈
謝
に
よ
り
そ
の
咎
を
消
す
こ
と
が
勧
め

ら
れ
て
い
る
【
表
3
参
照
】。

　

後
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
七
月
二
二
日
及

び
八
月
九
月
の
『
孝
亮
宿
禰
日
次
記
』
で
は
、
光
物

と
人
玉
の
呼
称
が
混
在
し
て
い
る
が
、
八
月
の
人
玉

で
は
「
招
魂
法
事
、
宝
輪
院
へ
祈
念
之
事
申
遣
之
」

と
、
陰
陽
道
系
の
招
魂
祭
で
は
な
く
仏
式
に
よ
る
法

事
が
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）
六
月
五
日
の
『
義
演
准
后
日
記
』
に

【表 3】日本古文書ユニオンカタログによる光物（8件のうち同内容の 4件（2）と 2件（3）はまとめる）

文書名 年月日 西暦 内容 原因 結果 底本コード

1 東寺百合文書 文明 18年 9月 21日 1486 於寺中光物出現／怪異吉凶事 凶事 慎 x0030001

2 東寺百合文書 長享 2年 2月 10日 1488 賀茂在重東寺々中光物吉凶占文 神不浄祟 慎
62620100・62620109・
32620280・x0030001

3
八幡宮神前怪
異吉凶勘文

文亀 1年 9月 2日 1501 光物飛候恠異吉凶如何 流星不限 慎
東大寺文書
32650069・62650037

4 談山神社文書 寛文 4年 2月 25日 1664 多武峯大織冠尊像破裂目録・光物
談山神社文書
（32650049）
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怪
火
か
光
明
か　
　
　

山
本
陽
子

物
が
現
れ
相
模
湖
の
南
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
他
に
も
こ
れ
を
見
た
人
が
お
り
、

新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
）
₁₉
（
た
。

他
に
「
夜
、
た
ま
す
い
（
光
物
）
を
見
る
と
出
世
し
な
）
₂₀
（
い
」
と
い
う
「
俚
諺
的
俗

三　
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
上
の
「
光
物
」

　

こ
の
よ
う
な
日
月
以
外
で
光
る
も
の
を
忌
む
古
来
の
意
識
は
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
存

在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
近
世
か
ら
現
代
に
お
け
る
怪
異
に
関
す
る
民
俗
学
関

係
雑
誌
、
お
よ
び
近
世
の
随
筆
集
と
都
道
府
県
史
の
民
俗
編
か
ら
収
録
し
た
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
）
₁₃
（
ス
〉
に
よ
っ
て
「
光

物
」
で
記
事
を
検
索
す
る
と
、【
表
4
】
の
十
六
例
が
挙
が
る
。

　

こ
の
う
ち
人
魂
に
該
当
す
る
と
思
し
き
も
の
が
次
の
二
例
（
以
下
要
約
は
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
抜
粋
）、

　

あ
る
家
の
棟
か
ら
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
焚
い
た
よ
う
な
丸
い
光
物
が
上
っ
て
真

っ
直
ぐ
に
降
り
た
。
一
週
間
位
し
て
そ
の
家
の
主
人
が
病
気
で
亡
く
な
っ
）
₁₄
（
た
。

　

自
動
車
運
転
手
殺
し
の
犯
人
が
死
体
を
相
模
湖
に
落
と
し
た
前
夜
、
そ
の
近

く
で
光
物
が
飛
ぶ
の
を
見
た
人
が
い
）
₁₅
（

る
。

流
星
と
思
し
き
も
の
が
次
の
四
例
、

　

正
徳
四
年
十
一
月
十
一
日
夜
五
ツ
刻
過
ぎ
、
辰
巳
の
方
角
か
ら
戌
亥
の
方
角

へ
光
物
が
飛
ん
だ
。
末
に
至
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
て
雲
中
へ
入
っ
た
。
大
鉄
砲

の
よ
う
な
音
が
し
）
₁₆
（

た
。

　

享
保
四
年
七
月
二
日
夜
五
ツ
前
、
丑
寅
の
方
角
に
大
き
さ
大
茶
碗
の
よ
う
な

光
物
が
出
て
、
未
申
の
方
角
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
通
っ
て
い
っ
た
跡
は
し
ば
ら

く
消
え
な
か
っ
）
₁₇
（

た
。

　

江
戸
時
代
、
一
目
連
の
近
く
の
多
度
山
で
光
物
と
怪
音
が
あ
っ
た
。
同
時
に

巨
石
が
落
ち
て
く
る
が
、
一
目
連
社
の
す
ぐ
近
く
で
止
ま
っ
た
と
い
）
₁₈
（
う
。

　

昭
和
三
〇
年
二
月
五
日
午
前
五
時
二
〇
分
頃
、
長
屋
か
ら
外
に
出
る
と
突
然

長
屋
の
屋
根
の
西
の
大
樹
の
間
越
し
に
自
動
車
の
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
青
白
い
光

【表 4】怪異・妖怪データベース（光物で検索）

呼称 データベース番号 内容 正体とされるもの 吉凶 場所

1 飛びだま 1840095
青白い光物が相模湖の南へ飛んでい
った

（流星か） 神奈川県

2 遊び魂　魂 1870007
棟から光物が上った。主人が亡くな
った。

凶 兵庫県

3 籠石 0150069 光物と怪音　巨石が落ちてくる （流星か） 三重県

4 河童 6360005 光物が流れ着いて　犂の刃 広島県

5 光物　飛火 0780141 光物が出る　曼荼羅様を見つけ、 曼荼羅様 凶吉 新潟県

6 光物　 6590022 光物が飛んできて日蓮の座上に現じ 吉 神奈川県

7 光物　逢火　 4830018 光物　逢火　ともに青鵲 青鵲（青鷺） 京都府

8 光物 3490126 光物が現れ　弥陀の尊像 弥陀の尊像 凶吉 滋賀県

9 光物 4830020
光った　髑髏のような大きさの少し
平たい物

髑髏のような物 奈良県

10 光物 6460035 光物が出る　白い御幣 安馬大明神 東京都

11 光物 3060022 光物　中に光を発する真珠。 真珠 凶吉 兵庫県 日本書紀

12 光物 6460002 光物　2つに分かれて雲中へ入った （流星か） 不明

13 光物 6460013 光物　跡はしばらく消えなかった （流星か） 不明

14 光り物 1840097
死体を落とした前夜、その近くで光
物

神奈川県

15 光りもの 3610032 光りもの　銭八文落ちていた。 （カネダマか） 吉 神奈川県

16 たますい　光物 1232988_001
夜、たますい（光物）を見ると出世
しない

凶 栃木県
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星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
六
号　

二
〇
一
八
年

四　
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
に
見
る
「
光
」

　

そ
こ
で
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
の
怪
異
に
関
す
る
記
事
を
、
あ
ら

た
め
て
「
光
」
と
い
う
文
字
に
よ
っ
て
検
索
し
た
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
に
は
、
隣

り
合
う
地
域
や
複
数
の
随
筆
集
で
同
じ
伝
承
が
重
複
し
て
採
集
さ
れ
た
事
例
や
、
何

を
怪
異
現
象
と
す
る
か
の
判
断
に
よ
り
採
否
が
分
か
れ
る
事
例
、
要
約
の
仕
方
に
よ

っ
て
検
索
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
）
₂₄
（
る
の
で
、
必
ず
し
も
厳
密
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ

で
も
デ
ー
タ
の
数
量
か
ら
、
近
世
か
ら
現
代
の
民
間
に
お
け
る
「
自
ら
光
る
も
の
」

に
対
す
る
好
悪
感
覚
の
お
お
ま
か
な
傾
向
を
、
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
要
約
文
を
「
光
」
で
検
索
す
る
）
₂₅
（
と
、
九
八
七
件
の
記
事
が
挙

が
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
は
本
田
善
光
や
善
光
寺
の
よ
う
な
光
の
付
く
寺
社
名
と
地
名

と
人
名
が
多
数
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
除
外
し
、
国
外
の
事
例
三
件
を
除
外
す

る
と
、
光
に
関
す
る
国
内
記
事
は
六
二
四
件
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
日
月
と
雷
に
関
す

る
二
五
件
を
除
外
し
、「
眼
光
鋭
い
」
の
よ
う
な
目
の
形
容
お
よ
び
「
目
」
や
「
眼
」

が
光
る
こ
と
に
関
す
る
記
述
の
六
五
件
に
つ
い
て
は
、
別
問
題
と
し
て
扱
う
た
め
に

除
外
す
）
₂₆
（

る
と
、
対
象
デ
ー
タ
は
五
三
四
件
と
な
る
。
な
お
、
光
の
正
体
に
つ
い
て
は

重
複
し
て
言
及
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
総
数
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

　

光
物
に
つ
い
て
の
単
な
る
目
撃
譚
（
四
九
件
）
と
、
解
説
（
十
一
件
）
見
分
け
方

や
対
策
（
六
件
）
を
除
く
と
、
他
の
内
容
は
何
ら
か
の
形
で
そ
の
正
体
に
触
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
先
に
挙
げ
ら
れ
た
人
魂
に
類
す
る
も
の
（
水
死
者
も
含
む
）
が
五
九

件
、
流
星
の
記
述
と
思
し
き
も
の
が
二
一
件
あ
る
。
し
か
し
光
の
正
体
と
さ
れ
る
事

例
で
最
も
多
い
の
は
、
神
仏
に
関
す
る
事
例
の
一
七
一
件
で
、
内
訳
は
仏
教
関
係
が

一
一
一
件
、
神
に
関
す
る
事
例
が
六
〇
件
、
十
字
架
が
一
件
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
次
ぐ
正
体
と
し
て
生
物
が
一
四
二
件
あ
り
、
キ
ツ
ネ
の
狐
火
が
五
六
件
、

信
」
が
一
件
、
光
の
正
体
で
あ
る
銭
八
文
が
そ
の
家
を
富
ま
せ
る
と
い
う
後
述
の

「
カ
ネ
ダ
マ
」
に
類
す
る
話
が
一
件
、
斬
首
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
日
蓮
の
上
に
光
物

が
出
現
し
た
と
い
う
霊
験
譚
が
一
件
あ
る
。
他
の
七
件
は
光
物
の
正
体
に
関
す
る
も

の
で
、
う
ち
一
件
は
光
物
の
正
体
を
青あ

お

鵲さ
ぎ

と
解
釈
す
る
も
の
、
三
件
は
特
定
の
光
物

の
正
体
を
、
犂す

き

の
刃
、
髑
髏
の
よ
う
な
平
た
い
も
の
、
鮑
あ
わ
び

貝
の
真
珠
と
突
き
止
め
た

話
で
あ
る
。

　

残
る
三
件
の
光
物
の
正
体
は
「
曼
荼
羅
様
」「
弥
陀
の
尊
像
」「
白
い
御
幣
」
で
、

　

寺
が
火
災
に
あ
っ
て
、
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
寺
か
ら
光
物
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
く
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
、
曼
荼
羅
様
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
寺
に
返
却
し
た
。
表
装
は
焼
け
て
い
た
が
、
中
身
は
残
っ
て
い
た
の
で

あ
）
₂₁
（
る
。

　

親
鸞
聖
人
が
近
江
国
を
行
脚
し
て
い
る
時
、
湖
水
に
光
物
が
現
れ
て
、
漁
師

が
困
っ
て
い
た
の
を
聞
き
、
舟
に
乗
っ
て
一
心
に
称
名
し
て
、
光
が
出
る
と
こ

ろ
を
袈
裟
で
す
く
っ
た
と
こ
ろ
、
弥
陀
の
尊
像
が
舟
に
飛
び
の
っ
た
と
い
）
₂₂
（
う
。

　

享
保
十
二
年
閏
正
月
頃
よ
り
、
亀
戸
天
神
社
の
東
に
あ
る
香
取
明
神
社
の
森

に
光
物
が
出
る
由
の
申
触
が
出
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
月
二
九
日
に
突
然
鳴
動
し

神
木
の
松
の
木
が
折
れ
、
そ
の
枝
に
白
い
御
幣
が
付
い
て
い
た
。
誰
が
言
う
で

も
な
く
、
こ
れ
は
常
陸
国
の
安
馬
大
明
神
が
飛
ん
で
き
た
の
だ
と
噂
が
立
っ
）
₂₃
（

た
。

と
、
い
ず
れ
も
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
る
神
仏
の
出
現
譚
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
に
見
る
近
世
か
ら
現
代
の
民
間
伝
承

の
光
物
の
呼
び
方
に
は
、
光
物
以
外
に
「
飛
び
だ
ま
」「
遊
び
魂
」「
魂
」「
飛
火
」

「
逢
火
」「
た
ま
す
い
」
の
ご
と
く
、
多
く
の
別
称
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
正
体
と

さ
れ
る
も
の
は
、〈
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
が
人
魂
と
流
星
に
限
ら
れ

る
こ
と
に
比
し
て
多
様
で
あ
り
、
神
仏
の
よ
う
な
礼
拝
対
象
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
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い
」・「
水
が
湧
く
」・「
水
が
引
く
」・「
仏
像
が
見
つ
か
る
」・「
仏
像
の
用
木
が
見
つ

か
る
」・「
宝
物
が
見
つ
か
る
」・「
豊
作
に
な
る
」・「
大
漁
に
な
る
」
な
ど
の
好
ま
し

い
結
果
を
も
た
ら
し
た
事
例
は
一
三
一
件
あ
り
、
悪
い
事
例
よ
り
も
多
い
。

　

ま
た
「
海
中
に
光
る
も
の
が
あ
っ
て
、
漁
人
は
皆
、
恐
れ
て
海
に
出
な
か
っ
た
。

夢
に
老
僧
が
現
わ
れ
、
引
き
上
げ
る
よ
う
に
告
げ
る
の
で
、
網
を
入
れ
る
と
蓮
如
上

人
の
御
真
筆
に
よ
る
軸
が
上
が
っ
）
₂₇
（
た
」
と
い
う
事
例
の
よ
う
に
、
当
初
は
良
く
な
い

事
例
で
あ
っ
た
も
の
が
何
か
の
き
っ
か
け
に
よ
り
好
ま
し
い
結
果
に
変
わ
る
、
或
い

は
「
家
が
落
ち
目
に
な
る
と
、
か
ま
ざ
る
の
よ
う
な
大
き
な
光
り
物
が
中
空
を
飛
ん

だ
。
光
の
入
っ
た
家
の
者
は
長
者
に
な
っ
）
₂₈
（
た
」
と
い
う
事
例
の
よ
う
に
、
出
た
家
と

入
っ
た
家
と
の
立
場
に
よ
り
好
悪
が
反
転
す
る
、
両
義
的
な
事
例
が
一
九
件
あ
る
。

　

な
ぜ
光
る
も
の
に
好
意
的
な
事
例
が
多
い
の
か
、
そ
こ
で
光
の
正
体
と
さ
れ
る
も

の
ご
と
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
良
い
事
例
か
否
か
、
或
い
は
両
義
的
か
記
述
が

な
い
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
【〈
怪
異
・
妖
怪
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
に
見
る
光
に
対
す
る
好

悪
観
グ
ラ
フ
1
〜
7
】
に
見
た
。
す
る
と
、
好
悪
感
覚
に
つ
い
て
記
述
の
な
い
場
合

が
多
く
を
占
め
る
も
の
の
、
記
述
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
発
光
す
る
も
の
の
正

体
に
よ
っ
て
、
好
悪
に
か
な
り
明
確
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。

　

光
の
正
体
が
人
魂
と
さ
れ
る
場
合
【
グ
ラ
フ
1
】
は
、
ほ
と
ん
ど
が
人
の
死
と
関

連
付
け
ら
れ
て
忌
ま
れ
、
好
ま
し
い
事
例
は
二
件
の
み
で
あ
る
。
流
星
【
グ
ラ
フ

2
】
の
二
件
も
凶
兆
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
体
が
生
物
の
場
合
【
グ
ラ
フ
3
】
は
、

化
か
さ
れ
る
・
道
に
迷
う
・
物
を
盗
ら
れ
る
な
ど
悪
い
結
果
を
も
た
ら
す
事
例
が
二

五
件
、
大
漁
を
も
た
ら
す
な
ど
正
の
結
果
が
三
例
、
両
義
的
と
し
た
四
例
は
『
日
本

書
紀
』
の
、
不
漁
な
の
で
光
る
鮑
の
真
珠
を
採
っ
て
嶋
の
神
に
祠
る
と
豊
漁
に
な

っ
）
₂₉
（
た
話
に
基
づ
く
が
、
こ
こ
で
は
鮑
の
祟
り
に
よ
る
不
漁
と
も
、
嶋
の
神
が
真
珠
を

喜
ん
だ
結
果
の
豊
漁
と
も
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
妖
怪
【
グ
ラ
フ
4
】
で
は
、
天
狗

の
灯
し
た
火
以
外
は
、
追
い
か
け
ら
れ
る
・
腸
を
食
わ
れ
る
な
ど
の
良
く
な
い
場
合

類
例
と
し
て
ム
ジ
ナ
の
火
が
二
〇
件
、
タ
ヌ
キ
が
四
件
あ
る
が
、
他
に
ヒ
ヒ
が
三
件
、

ネ
コ
・
ヤ
マ
ネ
コ
・
シ
カ
・
イ
タ
チ
・
ネ
ズ
ミ
が
各
一
件
、
ヤ
マ
ド
リ
・
ゴ
イ
サ

ギ
・
キ
ジ
な
ど
の
鳥
類
が
二
七
件
、
ヘ
ビ
が
八
件
・
ク
モ
が
三
件
・
ガ
マ
・
ミ
ノ
ム

シ
が
各
二
件
・
ホ
タ
ル
・
ム
カ
デ
が
一
件
、
ア
ワ
ビ
が
四
件
・
緋
鯉
・
サ
メ
が
各
二

件
・
タ
イ
・
タ
コ
が
一
件
と
、
光
る
と
さ
れ
る
生
物
の
種
類
は
多
様
で
あ
る
。
妖
怪

に
類
す
る
も
の
で
は
天
燈
竜
燈
が
六
件
、
ケ
ン
ム
ン
が
五
件
・
天
狗
・
河
童
の
類
が

各
四
件
、
山
姥
と
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
が
各
二
件
、
赤
蜂
・
二
恨
坊
・
鬼
・
オ
ー
テ
ン
バ

ク
・
牛
鬼
・「
お
ぞ
き
も
の
」
が
一
件
ず
つ
、
物
体
で
は
石
が
一
五
件
、
木
が
八
件
、

「
カ
ネ
ダ
マ
」
の
類
が
八
件
、
刀
が
五
件
、
宝
物
が
四
件
、
埋
め
方
の
悪
い
胞
衣
が

三
件
、
他
に
矢
・
槍
・
握
飯
・
盤
額
・
傘
の
骨
・
鏡
・
提
灯
・「
髑
髏
の
よ
う
な
少

し
平
た
い
も
の
」
が
各
一
件
あ
る
。

五　
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
に
見
る
「
光
」
の
好
悪
感
覚

　

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
多
様
な
「
光
る
も
の
」
は
、
ど
の
よ
う
な
好
悪
感
覚
の
下
で

語
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
五
三
四
件
の
事
例
の
中
に
は
、
そ
の
光
に
対
す
る
感

覚
や
、
発
光
の
結
果
と
し
て
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
事
柄
が
記
さ
れ
た
も
の
が
二
四
九

件
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
気
味
が
悪
い
」・「
怖
が
る
」・「
困
る
」・「
怪
し

む
」・「
ゾ
ー
ッ
と
寒
気
が
走
っ
た
」・「
目
が
く
ら
ん
で
歩
け
な
く
な
る
」
な
ど
の
負

の
感
覚
や
、「
病
み
つ
く
」・「
怪
我
を
す
る
」・「
手
が
き
か
な
く
な
る
」・「
人
が
死

ぬ
」・「
悪
夢
を
見
る
」・「
狂
い
死
に
す
る
」・「
ケ
チ
が
つ
く
」・「
災
厄
が
続
く
」・

「
不
幸
ご
と
が
続
く
」・「
出
世
し
な
い
」・「
化
か
さ
れ
る
」・「
道
に
迷
う
」・「
遭
難

す
る
」・「
不
漁
に
な
る
」
と
い
っ
た
悪
い
結
果
の
事
例
は
九
四
件
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
灯
火
代
わ
り
と
な
る
」・「
道
が
判
る
」・「
波
が
静
ま
る
」・「
占

い
が
当
た
る
」・「
魔
物
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
」・「
金
持
ち
に
な
る
」・「
縁
起
が
良
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が
五
件
、
と
光
る
も
の
に
嫌
悪
感
を
抱
く
事
例
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
と
対
照
的
な
の
が
、
神
仏
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
仏
教
に
関
連
す
る
光

【
グ
ラ
フ
5
】
で
は
、
好
ま
し
い
事
例
が
一
一
一
件
中
六
八
件
と
半
分
以
上
を
占
め
、

悪
い
事
例
は
二
件
の
み
で
あ
る
。
良
い
事
例
と
し
て
は
、
仏
像
や
そ
の
用
材
が
発
光

し
て
発
見
さ
れ
祀
ら
れ
た
と
い
う
仏
像
や
寺
院
の
由
来
譚
が
極
め
て
多
く
、
四
九
件

に
の
ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
先
に
第
三
章
に
挙
げ
た
「
弥
陀
の
尊
像
」
の
発
見
譚
（
註
22

参
照
）
の
よ
う
な
、
話
の
前
半
で
は
嫌
悪
さ
れ
る
が
後
半
で
は
仏
像
出
現
譚
と
し
て

尊
ば
れ
る
両
義
的
な
も
の
が
九
件
あ
る
。

　

ま
た
、
好
悪
の
事
例
と
し
て
の
数
に
含
め
て
は
い
な
い
が
「
観
音
さ
ん
の
代
わ
り

に
い
わ
し
の
頭
を
入
れ
て
お
い
た
。
女
中
が
そ
れ
を
拝
む
の
を
見
て
他
の
女
中
は
笑

っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
い
わ
し
の
頭
に
後
光
が
さ
し
た
と
い
）
₃₀
（
う
」
の

如
く
、
光
明
・
後
光
・
御
光
・
霊
光
の
よ
う
に
光
に
関
す
る
仏
教
的
な
好
ま
し
い
用

語
が
使
わ
れ
る
場
合
が
三
一
件
あ
る
。

　

神
に
関
係
す
る
光
の
好
悪
に
関
す
る
場
合
【
グ
ラ
フ
6
】
に
お
い
て
も
、
好
ま
し

い
と
す
る
事
例
が
六
〇
件
中
三
九
件
、
忌
ま
れ
る
も
の
は
三
件
と
、
好
ま
し
い
事
例

の
方
が
多
い
。
発
光
が
神
体
の
発
見
や
神
社
の
創
建
に
つ
な
が
る
由
来
譚
が
二
四
件

あ
り
、
神
に
関
す
る
場
合
も
仏
教
と
同
様
の
好
ま
し
い
例
と
し
て
加
え
た
の
で
、
そ

の
半
分
以
上
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
他
に
水
が
湧
く
・
水
が
引
く
・

光
を
目
印
に
帰
り
着
く
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
と
別
に
「
光
り
物
が
現

れ
百〔

マ
マ
〕章
を
悩
ま
し
た
。
祠
を
建
て
大
蛇
を
祀
る
と
そ
れ
は
止
ん
）
₃₁
（
だ
」
事
例
の
よ
う
に
、

両
義
的
な
も
の
も
四
件
あ
る
。

　

正
体
が
物
体
の
場
合
【
グ
ラ
フ
7
】
に
は
、
や
や
特
殊
な
も
の
と
し
て
こ
れ
を
得

た
者
に
富
を
も
た
ら
す
「
カ
ネ
ダ
マ
」
の
類
が
あ
り
、
好
ま
し
い
事
例
と
し
て
の
六

件
と
、
飛
び
込
ん
だ
家
は
富
み
、
出
て
行
っ
た
家
は
没
落
す
る
両
義
的
な
事
例
が
二

件
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
で
は
名
剣
が
活
躍
し
た
り
、
夜
光
の
玉
や
古
木
が
怖
れ
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ら
れ
た
り
灯
火
代
わ
り
に
さ
れ
た
り
と
、
好
悪
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

　

人
魂
・
流
星
・
生
物
・
妖
怪
で
は
、
好
ま
し
い
事
例
よ
り
も
悪
い
印
象
や
結
果
の

事
例
が
多
い
こ
と
に
対
し
、
仏
教
・
神
で
は
好
悪
の
割
合
は
逆
転
し
、
好
ま
し
い
事

例
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
発
光
す
る
も
の
の
正
体
が
人
魂
や
流
星
や
生
物
や
妖
怪

の
場
合
、
そ
の
光
の
多
く
が
凶
兆
と
し
て
忌
ま
れ
る
こ
と
と
対
照
的
に
、
仏
教
や
神

に
関
連
す
る
場
合
で
は
、
逆
に
光
が
尊
ば
れ
る
事
例
が
多
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ

こ
に
は
日
本
に
伝
来
し
た
仏
教
が
当
初
か
ら
か
ら
持
つ
、
発
光
を
貴
ぶ
性
格
が
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

六　

仏
教
に
お
け
る
光
の
好
悪
感
覚

　

も
と
も
と
仏
教
で
は
、
釈
迦
の
個
人
的
特
徴
と
さ
れ
る
三
十
二
相
の
う
ち
に
も
、

「
如
來
身
皮
皆
眞
金
色
。
光
潔
晃
曜
如
妙
金
臺
。」
と
皮
膚
が
金
色
で
光
る
金
色
相
や
、

「
如
來
身
光
面
各
一
尋
。」
と
身
体
よ
り
発
す
る
光
が
一
尋
（
あ
る
い
は
一
丈
）
に
及

ぶ
丈
光
相
、「
如
來
眉
間
有
白
毫
相
。
右
旋
柔
軟
如
覩
羅
綿
。
鮮
白
光
淨
踰
珂
雪

等
。」
と
い
う
眉
間
の
白
毛
が
雪
の
白
光
に
喩
え
ら
れ
る
白
び
や
く

毫ご
う

相
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
）
₃₂
（

る
。
ま
た
、
如
来
が
三
昧
に
入
っ
た
り
説
法
し
た
り
す
る
場
面
に
お
い
て
も
、

『
妙
法
蓮
華
経
』
に
「
佛
説
此
經
已
。
結
加
趺
坐
。
入
於
無
量
義
處
三
昧
。（
中
略
）

爾
時
如
來
放
眉
間
白
毫
相
光
。
照
東
方
萬
八
千
佛
）
₃₃
（

土
。」
と
、
眉
間
の
白
毫
か
ら
光

が
放
た
れ
世
界
が
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
発
光
は
好
ま
し
い
奇
跡

と
し
て
語
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

　

古
代
日
本
に
お
い
て
も
、
先
の
『
日
本
書
紀
』
巻
十
九
欽
明
天
皇
十
四
年
八
月
に

漂
着
し
た
樟く

す

木の
き

は
、

梵の
り

音の
お
とす
、
震ひ
び
き響
雷
い
か
づ
ち

の
聲お
と

の
若ご
と

し
。
光う
る
は彩
し
く
晃て

り
曜か
か
やく
こ
と
日ひ

の
色ひ
か
りの
如ご
と

し
。

と
、
書
か
れ
る
。
鳴
動
と
光
物
は
中
世
な
ら
ば
怪
異
と
し
て
忌
ま
れ
る
べ
き
要
素
の
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〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
の
光
を
発
す
る
も
の
に
も
、
生
身
の
大
日

如
来
と
し
て
「
竹
女
を
拝
む
と
、
全
身
か
ら
光
明
を
放
っ
て
い
）
₄₃
（
た
」
と
い
う
お
竹
大

日
如
来
説
話
が
数
件
あ
り
、
類
話
は
空
海
や
親
鸞
な
ど
の
僧
侶
に
関
す
る
も
の
に
も

見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
事
例
で
も
、
結
果
を
好
悪
の
何
れ
と
も
し
な
い
の
で
表
の
数

値
に
加
え
て
い
な
い
も
の
の
、
同
じ
く
光
を
発
す
る
と
は
い
え
、
夜
飛
ぶ
と
光
る
と

い
う
ゴ
イ
サ
ギ
や
ヤ
マ
ド
リ
、
キ
ツ
ネ
の
た
ら
す
ヨ
ダ
レ
の
光
等
に
比
べ
て
、
光
明

や
後
光
と
い
っ
た
仏
教
用
語
を
使
う
こ
れ
ら
の
事
例
は
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
た
感

が
強
い
。
仏
教
伝
来
と
と
も
に
「
光
る
如
来
」「
光
る
仏
像
」
と
い
う
概
念
が
浸
透

し
、
仏
教
関
係
の
伝
承
に
限
っ
て
は
光
を
発
す
る
も
の
が
奇
瑞
と
し
て
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七　

神
に
関
す
る
光
の
好
悪
感
覚

　

し
か
し
、
仏
教
と
同
じ
く
礼
拝
対
象
で
あ
る
神
社
関
係
の
事
例
の
発
光
も
、
純
粋

に
好
ま
し
い
奇
瑞
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
同
様
と
は
言
え

な
い
。
さ
き
の
『
日
本
書
紀
』
の
三
諸
岳
の
神
は
、
斎
戒
し
な
か
っ
た
天
皇
に
対
し
、

雷
光
で
怒
り
を
表
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
中
世
の
『
後
愚
昧
記
』
永
和
三
年
（
一
三

七
七
）
六
月
一
日
条
の
吉
祥
院
の
火
事
の
原
因
に
つ
い
て
、

或
云
、
自
北
野
宮
光
物
飛
来
此
所
、
其
後
焼
失
、
仍
神
火
也
云
々
、

と
、
北
野
天
満
宮
か
ら
の
光
物
が
飛
来
し
て
火
を
つ
け
た
と
い
う
風
説
を
記
す
。
こ

こ
で
は
神
が
意
向
を
示
す
手
段
と
し
て
、
光
物
を
発
し
て
火
事
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
得
る
と
、
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
の
神
に
つ
い

て
、
好
悪
の
両
義
的
に
捉
え
ら
れ
る
と
し
た
以
下
の
四
例
で
あ
る
。

　

大
蛇
が
い
た
の
で
殺
し
て
川
に
捨
て
た
。
以
来
川
か
ら
光
り
物
が
現
れ
百〔

マ
マ
〕章

は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
遣
い
か
ら
は
好
ま
し
い
奇
跡
と
し
て
読
め
る
。
こ
こ
で

天
皇
は
溝い

け

邊へ
の

直あ
た
ひに
命
じ
、

是こ

の
時と
き

に
、
溝
邊
直
、
海
に
入
り
て
、
果は
た

し
て
樟
木
の
、
海
に
浮う
か

び
て
玲て
り
か
か
や瓏

く
を
見
つ
。
遂つ

ひ

に
取と

り
て　

天
皇
に
獻
た
て
ま
つる
。
畫ゑ
た

工く
み

に
命
み
こ
と
の
りし
て
、
佛
ほ
と
け
の
み
か
た
像
二ふ
た

軀は
し
らを

造
ら
し
め
た
ま
ふ
。
今い
ま

の
吉よ
し

野の
の

寺て
ら

に
、
光ひ
か
りを

放は
な

ち
ま
す
樟
く
す
の
きの

像み
か
たな

り）₃₄
（

。

と
、
樟
木
を
取
ら
せ
、
仏
像
を
造
ら
せ
た
の
が
吉
野
寺
の
放
光
仏
と
い
い
、
結
果
は

仏
像
の
用
材
の
発
見
譚
と
な
り
、
そ
の
放
光
は
仏
像
の
呼
称
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
き
の
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
に
も
、
前
者
の
放
光
仏
の
話
が

見
）
₃₅
（
え
、
民
間
で
も
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
「
夜
中
に
光
り
物
が
あ
っ
た
。

翌
朝
見
る
と
古
木
で
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
芳
香
の
あ
る
霊
木
（
中
略
）
霊
木
か
ら
達
磨

の
座
禅
像
を
彫
り
上
げ
）
₃₆
（
た
」「
山
が
光
る
の
を
見
た
。
帰
り
に
寄
っ
て
霊
木
を
探
す

と
、
光
る
幹
が
あ
り
、
大
き
な
木
が
あ
っ
た
の
で
三
体
仏
像
を
刻
ん
）
₃₇
（
だ
」
と
い
っ
た

用
材
発
見
の
類
話
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
「
海
中
で
光
る
も
の
が
あ
り
、

引
き
上
げ
て
み
る
と
観
音
立
像
だ
っ
）
₃₈
（
た
」「
土
中
か
ら
光
明
が
輝
い
た
の
で
、
掘
り

出
し
て
み
る
と
延
命
地
蔵
尊
で
あ
っ
）
₃₉
（

た
」
と
い
う
よ
う
な
放
光
を
き
っ
か
け
と
す
る

仏
像
発
見
譚
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
浅
草
寺
の
観
音
像
の
発
見
）
₄₀
（
譚
も
あ
り
、
必
ず
し

も
全
て
が
放
光
仏
の
用
材
発
見
譚
に
由
来
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
光
を
発
す

る
こ
と
と
、
仏
像
や
そ
の
用
材
の
発
見
譚
と
が
、
古
く
か
ら
結
び
つ
い
て
広
ま
っ
て

い
た
こ
と
が
判
る
。

　

ま
た
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
敏
達
天
皇
十
二
年
条
に
は
、
日
羅
が
「
身み

の
光ひ
か
り、

火ほ
の
ほ焰

の
如ご
と

き
も
の
有あ

り）₄₁
（

」
そ
の
た
め
暗
殺
者
が
恐
れ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。『
日

本
古
典
文
学
大
系
』
本
の
該
当
箇
所
の
註
に
は
「
ま
た
身
光
を
発
し
た
こ
と
は
、
の

ち
に
日
羅
が
弥
勒
の
化
身
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。」
と
書
か
れ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
如
来
以
外
の
僧
侶
や
信
者
も
光
を
放
つ
と

さ
れ
る
奇
）
₄₂
（

跡
の
、
日
本
に
お
け
る
最
古
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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怪
火
か
光
明
か　
　
　

山
本
陽
子

の
建
立
譚
二
四
件
は
、
好
悪
の
何
れ
に
分
類
さ
れ
る
の
か
、
再
考
す
べ
き
か
と
も
思

わ
れ
る
。
し
か
し
採
録
さ
れ
た
文
面
の
み
か
ら
、
さ
ら
に
は
そ
の
要
約
文
に
基
づ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
建
立
が
吉
凶
の
い
ず
れ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
、
危
険
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
建
立
譚
に
お
け
る
光
の
役
割

が
、
好
悪
の
双
方
に
と
ら
え
得
る
両
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
て
お
く
。

八　

両
義
的
な
仏
像
発
見
譚
と
僧
侶
の
役
割

　
〈
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉
の
仏
教
関
係
の
事
例
に
も
、
光
が
好
悪
の

両
義
的
な
立
場
に
置
か
れ
る
も
の
が
九
件
あ
る
。
こ
の
う
ち
次
の
三
件
で
は
、

　

親
鸞
聖
人
が
近
江
国
を
行
脚
し
て
い
る
時
、
湖
水
に
光
物
が
現
れ
て
、
漁
師

が
困
っ
て
い
た
の
を
聞
き
、
舟
に
乗
っ
て
一
心
に
称
名
し
て
、
光
が
出
る
と
こ

ろ
を
袈
裟
で
す
く
っ
た
と
こ
ろ
、
弥
陀
の
尊
像
が
舟
に
飛
び
の
っ
た
と
い
う

（
註
22
参
照
）。

　

海
中
に
光
る
も
の
が
あ
っ
て
、
漁
人
は
皆
、
恐
れ
て
海
に
出
な
か
っ
た
。
夢

に
老
僧
が
現
わ
れ
、
引
き
上
げ
る
よ
う
に
告
げ
る
の
で
、
網
を
入
れ
る
と
蓮
如

上
人
の
御
真
筆
に
よ
る
軸
が
上
が
っ
た
（
註
27
参
照
）。

　

そ
の
石
（
石
観
音
）
か
ら
夜
に
青
い
光
が
出
る
の
で
村
人
は
怖
が
っ
た
。
庄

屋
の
主
人
の
夢
に
老
人
が
出
て
、
石
を
手
厚
く
祀
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
す
る

と
石
は
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
現
在
で
は
手
の
い
ぼ
に
効
用
が
あ
る
と
言
）
₄₇
（

う
。

と
、
人
々
が
怖
れ
て
い
た
光
の
正
体
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
祀
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
好
ま
し
い
も
の
へ
と
逆
転
す
る
形
の
、
尊
像
や
蓮
如
真
筆
の
軸
の
発
見

譚
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
転
化
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
、
親
鸞
の
登
場
や
、
老

人
や
老
僧
の
夢
告
の
存
在
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

を
悩
ま
し
た
。
祠
を
建
て
大
蛇
を
祀
る
と
そ
れ
は
止
ん
だ
（
註
32
参
照
）。

　

湧
水
か
ら
神
光
が
輝
き
八
つ
頭
の
竜
が
二
頭
現
れ
戯
れ
な
が
ら
清
水
川
を
下

り
、
山
の
ひ
と
き
は
目
立
つ
杉
と
樫
の
大
木
に
分
か
れ
て
昇
天
し
た
と
い
う
。

こ
の
姿
を
見
た
も
の
は
病
気
に
な
っ
た
り
死
ん
だ
り
し
た
。
こ
の
異
変
を
鎮
め

る
た
め
に
こ
の
地
を
「
山
の
神
山
」
と
し
て
神〔

マ
マ
〕行
を
行
っ
）
₄₄
（
た
。

　

白
山
神
社
の
老
松
の
根
元
に
は
五
色
龍
神
が
棲
ま
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
巨
木

に
ふ
れ
た
り
枝
を
持
ち
帰
る
と
必
ず
不
幸
が
お
そ
っ
た
。
や
が
て
神
社
に
は
誰

も
寄
り
付
か
な
く
な
り
荒
れ
果
て
、
そ
の
頃
か
ら
漁
師
の
夢
枕
に
訴
え
る
よ
う

に
白
山
竜
神
が
現
れ
、
松
の
根
に
後
光
が
さ
す
光
景
が
現
れ
た
。
欣
然
と
し
て

神
社
再
建
を
す
る
と
、
転
じ
て
福
が
齎
さ
れ
）
₄₅
（
た
。

　

こ
の
浜
で
は
毎
年
溺
死
す
る
者
が
跡
を
た
た
な
か
っ
た
が
、
寛
政
三
年
九
月

の
あ
る
夜
に
海
面
が
光
り
輝
い
た
の
で
、
村
人
が
こ
の
石
を
引
き
上
げ
、
石
上

神
社
に
祭
っ
た
の
だ
。
以
来
、
こ
こ
で
溺
死
す
る
者
が
な
く
な
っ
）
₄₆
（
た
。

　

前
の
二
例
で
は
、
発
光
の
正
体
は
殺
さ
れ
た
大
蛇
や
八
つ
頭
の
竜
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
た
り
、
見
た
者
が
病
気
に
な
っ
た
り
死
ん
だ
り
す
る
忌
ま
わ
し

い
存
在
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
「
祠
を
建
て
大
蛇
を
祀
」
っ

た
り
、
そ
の
地
を
「
山
の
神
山
」
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
神
社
や
行
事
の
由
来
譚

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
の
二
例
は
、
触
れ
た
り
す
る
と
不
幸
に
な
る
松
の
巨
木

や
、
溺
死
す
る
者
が
後
を
絶
た
な
い
浜
と
い
う
忌
む
べ
き
場
所
で
、
発
光
と
い
う
異

変
に
即
し
て
祭
祀
が
行
わ
れ
、
問
題
が
解
消
し
た
と
い
う
霊
験
譚
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
お
け
る
光
る
も
の
に
対
応
す
る
祭
祀
は
、

め
で
た
い
事
例
と
い
う
よ
り
は
、
災
厄
を
鎮
め
る
た
め
の
已
む
を
得
な
い
措
置
と
い

う
感
触
が
強
い
。
実
際
神
社
の
う
ち
に
は
、
御
霊
神
社
や
北
野
天
満
宮
の
よ
う
に
恐

ろ
し
い
神
の
祟
り
を
鎮
め
る
目
的
で
建
立
さ
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
先
に
神
に
関
す
る
好
ま
し
い
事
例
と
し
た
中
で
も
、
神
社
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り
狂
い
死
に
さ
せ
た
り
す
る
存
在
で
あ
っ
た
も
の
が
、
行
基
や
徳
道
・
親
鸞
、
も
し

く
は
老
僧
な
ど
の
夢
告
に
よ
っ
て
そ
の
正
体
を
見
つ
け
出
し
て
祀
っ
た
り
、
仏
像
に

刻
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
災
厄
は
止
み
、
問
題
が
解
決
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の
存

在
を
、
大
嶋
善
孝
は
「
絵
や
彫
刻
が
悪
戯
を
す
る）₅₃
（

話
」
と
し
て
注
目
す
る
。

　

尊
い
は
ず
の
仏
像
や
用
木
が
光
を
発
し
て
人
々
を
悩
ま
せ
る
怪
異
は
、
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
残
る
一
件
の
事
例
、

　

御
堂
の
ア
ミ
ダ
様
を
乞
食
が
盗
む
と
ア
ミ
ダ
様
の
怒
り
を
買
い
、
仏
像
諸
共

川
に
転
げ
落
ち
た
。
ア
ミ
ダ
様
は
淵
か
ら
光
を
放
っ
た
が
人
々
は
近
づ
か
な
か

っ
た
。
仏
像
の
流
れ
着
い
た
部
落
で
は
災
厄
が
続
い
た
た
め
、
人
々
は
ア
ミ
ダ

様
の
言
に
従
い
仏
像
を
安
置
し
、
平
和
が
戻
っ
）
₅₄
（
た
。

と
同
様
に
、
盗
ま
れ
た
り
放
置
さ
れ
た
り
し
て
い
た
仏
像
や
用
材
が
、
自
ら
を
発
見

し
て
も
ら
う
目
的
で
起
こ
し
た
こ
と
と
し
て
、
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、

光
を
発
し
て
怪
異
を
起
こ
し
人
々
を
困
ら
せ
る
、
畏
怖
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
仏
像

や
橋
の
材
木
に
対
し
て
、
行
基
や
徳
道
や
親
鸞
が
、
そ
の
言
い
分
を
聞
き
取
っ
て
祟

り
を
鎮
め
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
仏
像
へ
と
変
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
悪ゴ

ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー

霊
鎮
め
の
物
語

と
解
す
る
こ
）
₅₅
（
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
）
₅₆
（
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
存
在
す
る
夜
光
る
も
の
に
対
す
る
忌
避

感
を
、
光
明
を
尊
び
発
光
す
る
も
の
を
怖
れ
な
い
仏
教
の
僧
侶
が
解
決
し
、
礼
拝
の

対
象
と
な
る
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
る
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
日
月
以
外
の
光
を
怪
光

と
し
て
怖
れ
を
抱
く
従
来
の
感
覚
と
、
発
光
す
る
こ
と
を
奇
跡
と
し
て
尊
ぶ
仏
教
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
新
た
な
形
の
縁
起
譚
が
各
地
で
生
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

古
代
日
本
に
お
い
て
、
発
光
す
る
も
の
は
日
月
と
そ
の
末
裔
と
さ
れ
る
天
皇
ば
か

り
で
は
な
く
、
国
つ
神
や
邪
神
も
光
を
放
つ
と
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
神
々
が

日
月
や
天
皇
に
貢
献
す
る
た
め
で
な
く
、
そ
の
存
在
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

　

ま
た
、
次
の
四
件
で
は
、
当
初
、
光
を
放
つ
も
の
が
人
々
に
疫
病
や
不
漁
や
狂
い

死
に
と
い
う
、
実
害
を
及
ぼ
す
恐
る
べ
き
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。

　

近
江
の
国
の
霊
木
が
流
れ
出
し
て
海
で
光
り
、
魚
が
捕
れ
な
く
な
る
。
徳
道

上
人
が
初
瀬
山
に
引
き
上
げ
、
賢
問
親
子
が
彫
っ
た
の
が
長
谷
寺
の
観
音
に
な

っ
）
₄₈
（
た
。

　

海
辺
の
村
で
伝
染
病
が
流
行
り
、
夜
に
海
上
が
光
る
。
無
気
味
な
形
の
大
木

が
光
っ
て
い
た
の
で
、
焼
こ
う
と
す
る
が
焼
け
な
い
。
行
基
が
観
音
像
を
彫
っ

て
祀
る
と
、
伝
染
病
も
お
さ
ま
）
₄₉
（
る
。

　

法
明
寺
の
千
年
を
経
た
楠
が
怪
光
を
出
し
、
天
皇
を
病
気
に
し
た
。
陰
陽
博

士
の
占
い
に
よ
り
行
基
が
行
っ
て
、
七
体
の
観
音
を
刻
ん
で
安
置
し
た
ら
天
皇

の
病
気
も
平
癒
し
）
₅₀
（
た
。

　

殺
生
橋
が
夜
、
怪
光
を
出
し
て
人
を
狂
い
死
に
さ
せ
る
。
行
基
が
七
つ
に
切

っ
て
海
に
流
し
、
着
い
た
と
こ
ろ
に
観
音
像
を
刻
ん
で
安
置
す
）
₅₁
（
る
。

し
か
し
こ
こ
で
も
、
事
態
が
好
転
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
徳
道
上
人
や
行
基
が
登

場
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
霊
木
を
引
き
上
げ
た
り
、
七
つ
に
切
っ
て
流
し
た
り
、

観
音
像
を
彫
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
は
解
消
し
、
仏
像
や
そ
の
用
木
は
祟

り
を
為
す
も
の
か
ら
、
礼
拝
の
対
象
へ
と
変
化
す
る
。
次
も
、
前
二
例
の
類
話
で
、

　

毎
夜
恐
ろ
し
い
声
を
発
し
た
り
怪
し
い
光
を
放
っ
た
の
で
殺
生
橋
と
呼
ば
れ

た
。
行
基
菩
薩
が
錫
丈
で
橋
を
八
断
し
て
海
に
投
じ
、
そ
れ
が
流
れ
着
い
た
と

こ
ろ
で
観
世
音
の
尊
像
を
刻
む
と
誓
わ
れ
た
一
片
が
長
崎
の
脇
岬
村
の
観
音
で

あ
）
₅₂
（

る
。

と
、
実
害
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
怪
音
や
怪
光
を
発
し
て
同
じ
く
殺
生
橋
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
、
行
基
に
よ
り
切
っ
て
流
さ
れ
、
漂
着
し
た
場
所
で
観
音
像
に
彫
ら
れ

る
話
で
あ
る
。

　

当
初
、
発
光
に
よ
っ
て
人
々
を
怖
れ
さ
せ
、
あ
る
い
は
漁
猟
を
妨
げ
、
病
ま
せ
た
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怪
火
か
光
明
か　
　
　

山
本
陽
子

年
）・
こ
の
箇
所
の
解
釈
も
同
書
の
註
に
よ
る
。

（
8
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
〈
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉http://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.
ac.jp/ships/shipscontroller

（
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
）『
大
日
本
史
料
』・「
史
料

稿
本
」。

（
9
）　
『
今
昔
物
語
集
』（『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
二
四　

一
一
六
〜
一
一
九
頁　

小
学
館
、
一
九
七
六

年
）

（
10
）　
〈
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
〉http://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
ア
ク
セ
ス
）
の
検
索
に
よ
る
。

（
11
）　

皇
族
・
貴
族
の
日
記
を
集
め
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
〈
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
〉
で
は
、
光
物
で
二
二
件
が
挙
が
り
、
室
町
時
代
の
事
例
一
七
件
の
う
ち
十
一
件
の
出
典
が
『
看

聞
日
記
』
で
あ
る
。

（
12
）　

高
谷
知
佳
『「
怪
異
」
の
政
治
社
会
学
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ　

二
〇
一
六
年
）
第
一
章
・
第
二

章
、
参
照
。

（
13
）　http://w

w
w

.nichibun.ac.jp/Y
oukaiD

B2/index.htm
l

（
二
〇
一
七
年
八
月
一
六
日
ア
ク
セ

ス
）
収
録
に
お
け
る
定
義
等
は
同
サ
イ
ト
の
「
怪
異
・
妖
怪
と
は
」「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
概
要
」
参
照
。

（
14
）　

森
俊
秀
「
シ
ョ
ウ
ネ
ン
ダ
マ
の
話
―
神
戸
近
郊
の
経
験
と
そ
の
分
類
―
」『
兵
庫
民
俗
』
一
巻
一

号　

十
一
頁　

一
九
五
二
年
（1870007

）（
以
下
末
尾
は
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
番
号
）

（
15
）　

鈴
木
重
光
「
飛
び
だ
ま
を
見
た
は
な
し
」『
ひ
で
ば
ち
』
十
三
号
二
頁　

一
九
五
九
年

（1840097

）

（
16
）　

本
島
知
辰
「
月
堂
見
聞
集
（
上
）」『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
二　

二
七
五
頁　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
一
年
（6460002

）

（
17
）　

本
島
知
辰
「
月
堂
見
聞
集
（
中
）」『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
三　

一
七
八
頁　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
二
年
（6460013

）

（
18
）　

堀
田
吉
雄
「
多
度
神
と
其
の
信
仰
」『
伊
勢
民
俗
』
一
巻
二
号　

一
〇
頁　

一
九
五
一
年

（0150069

）

（
19
）　

鈴
木
重
光
「
飛
び
だ
ま
を
見
た
は
な
し
」『
ひ
で
ば
ち
』
十
三
号　

一
〜
二
頁　

一
九
五
九
年

（1840095

）

（
20
）　

榎
戸
貞
次
郎
「
芳
賀
郡
の
俚
諺
的
俗
信
（
二
）」『
旅
と
伝
説
』
八
巻
十
号　

二
八
頁　

一
九
三
五

年
（1232988︲001

）

（
21
）　

渡
邊
不
老
「
続
新
津
郷
怪
奇
談
（
四
）」『
高
志
路
』
通
巻
六
五
号　

四
二
〜
四
三
頁　

一
九
四
〇

年
（0780141

）

（
22
）　

神
谷
養
勇
軒
「
新
著
聞
集
」『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
五
巻　

三
一
三
〜
三
一
四
頁　

吉
川
弘

文
館　

一
九
七
四
年
（3490126

）

（
23
）　

本
島
知
辰
「
月
堂
見
聞
集
（
下
）」『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
四　

十
八
〜
十
九
頁　

吉
川
弘
文

光
は
「
難
は
ば
か
り

」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
世
に
は
、
夜
光
る
「
光
物
」
は
、
人
魂
、

或
い
は
流
星
の
疑
い
が
あ
る
怪
異
と
し
て
忌
ま
れ
、
陰
陽
家
に
伺
い
が
立
て
ら
れ
て

招
魂
祭
や
慎
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
怪
異
に
関
す
る
伝
承
に
お
い
て
は
、
発
光

す
る
も
の
の
全
て
が
嫌
悪
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
光
る
も
の
の
正
体
が
人
魂

や
流
星
や
動
物
や
妖
怪
の
場
合
は
多
く
が
忌
避
さ
れ
る
も
の
の
、
正
体
が
仏
像
な
ど

神
や
仏
に
関
す
る
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が
好
意
的
な
縁
起
譚
や
霊
験
譚
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
仏
教
が
当
初
か
ら
持
つ
、
放
光
を
奇
跡
と
し
て
尊
ぶ
性
質
の
影
響
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
月
以
外
の
光
に
対
す
る
在
来
と
仏
教
と
の
好
悪
感
覚
の
違
い

か
ら
は
、
人
々
に
怪
異
と
し
て
忌
避
さ
れ
て
い
た
光
の
正
体
に
、
光
を
怖
れ
ぬ
仏
教

の
僧
侶
が
関
わ
る
こ
と
で
、
仏
像
や
そ
の
用
木
を
見
出
す
、
と
い
う
形
の
新
た
な
縁

起
譚
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

註（
1
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一　

一
書
第
三
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
七　

一
一
八
頁　

岩
波
書
店
、

一
九
六
七
年
）

（
2
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
七　

二
〇
七
頁　

岩
波
書
店
、
一
九
六
七

年
）

（
3
）　
〈
日
本
書
紀
原
文　

全
文
検
索
サ
イ
ト
〉（
フ
ジ
タ
企
画
・
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
（
卜
部
兼
方
・

兼
右
本
）
一
九
九
〇
年
発
行
版
に
よ
るhttp://w

w
w

.seisaku.bz/shoki_index.htm
l

（
二
〇
一

七
年
一
〇
月
三
一
日
ア
ク
セ
ス
）

（
4
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
七　

一
三
四
頁　

岩
波
書
店
、
一
九
六
七

年
）

（
5
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
五
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
七　

四
七
二
頁　

岩
波
書
店
、
一
九
六
七

年
）

（
6
）　

他
に
光
を
放
つ
も
の
と
し
て
、
巻
十
九
に
漂
着
し
た
樟
木
と
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
吉
野
寺
の

放
光
仏
、
巻
二
十
に
渡
来
人
の
日
羅
が
火
焰
の
如
き
身
光
を
放
っ
て
暗
殺
者
を
恐
れ
さ
せ
た
事
例
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
発
光
は
仏
教
と
関
わ
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
後
章
で
考
え
た
い
。

（
7
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
五
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
七　

五
一
六
頁　

岩
波
書
店
、
一
九
六
七



30

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
六
号　

二
〇
一
八
年

『
福
島
県
史　

二
四　

民
俗
二
』
一
〇
四
六
頁　

一
九
六
七
年
（C0730431︲000

）

（
40
）　

山
岡
浚
明
「
紫
の
ゆ
か
り
」『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
八
巻　

九
〇
頁　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八

〇
年

（
41
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
〇
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
八　

一
四
六
頁　

岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
）

（
42
）　

詳
細
は
、
山
本
陽
子
「
光
る
も
の
は
奇
跡
か
妖
怪
か
―
和
洋
・
神
仏
に
お
け
る
発
光
す
る
も
の
へ

の
好
悪
感
覚
の
相
違
―
」
徳
田
和
夫
編
『
東
の
妖
怪
・
西
の
モ
ン
ス
タ
ー
―
想
像
力
の
文
化
比
較

―
』
勉
誠
出
版　

二
〇
一
八
年
刊
行
予
定
、
第
一
章
、
参
照
。

（
43
）　

塵
哉
翁
「
巷
街
贅
説
」『
続
日
本
随
筆
大
成
別
巻
』
第
一
〇
巻
一
一
六
〜
一
一
八
頁　

吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
三
年
（6540026

）

（
44
）　

藤
重
豊
「
三　

自
然
を
読
む
民
俗
：
由
宇
町
清
水
の
山
ノ
神
祭
り
」『
山
口
県
史
資
料
編
民
俗
一

民
俗
誌
再
考
』
二
九
二
頁　

二
〇
〇
二
年
（C3520040︲000

）

（
45
）　

藤
田
幸
之
介
「
白
龍
と
貝
ガ
ラ
公
園
に
つ
い
て
」『
み
な
み
』
第
一
号　

二
七
頁　

一
九
六
六
年

（2130050

）

（
46
）　

神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室
「
第
六
編
信
仰
生
活　

第
一
章
神
事
・
祭
礼　

第
一
節
神
事

（
神
幸
祭
他
）」『
神
奈
川
県
史　

各
論
編
五　

民
俗
』
七
〇
七
頁　

一
九
七
七
年
（C1450039︲

000

）

（
47
）　

萩
元
義
房
「
千
代
の
伝
説
」『
伊
那
』
通
巻
六
六
八
号
四
八
〜
四
九
頁　

一
九
八
四
年

（0160146

）

（
48
）　

大
嶋
善
孝
「
絵
や
彫
刻
が
悪
戯
を
す
る
話
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
四
巻
六
号
五
〜
六
頁　

二

〇
〇
一
年
（2190128

）

（
49
）　

大
嶋
善
孝
「
絵
や
彫
刻
が
悪
戯
を
す
る
話
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
四
巻
六
号　

五
頁　

二
〇

〇
一
年
（2190127

）

（
50
）　

大
嶋
善
孝
「
絵
や
彫
刻
が
悪
戯
を
す
る
話
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
四
巻
六
号　

五
頁　

二
〇

〇
一
年
（2190126

）

（
51
）　

大
嶋
善
孝
「
絵
や
彫
刻
が
悪
戯
を
す
る
話
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
四
巻
六
号　

六
頁　

二
〇

〇
一
年
（2190129

）

（
52
）　

伊
藤
一
郎
「
佐
賀
県
大
浦
村
竹
崎
観
音
堂
の
鬼
祭
」『
旅
と
伝
説
』
通
巻
一
一
二
号　

四
六
頁　

一
九
三
七
年
（1230486

）

（
53
）　

大
嶋
善
孝
「
絵
や
彫
刻
が
悪
戯
を
す
る
話
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
四
巻
六
号
一
〜
一
二
頁　

二
〇
〇
一
年

（
54
）　

羽
賀
正
太
郎
「
道
志
の
伝
説
」『
あ
し
な
か
』
通
巻
二
号　

二
一
〜
二
二
頁　

一
九
三
九
年

（0030002
）

（
55
）　

山
本
陽
子
「「
長
谷
寺
縁
起
絵
巻
」
の
御
衣
木
伝
承
を
考
え
る
―
疫
木
の
祟
り
鎮
め
と
し
て
の
造

館　

一
九
八
二
年

（
24
）　

例
え
ば
直
接
「
人
魂
」
や
「
狐
火
」
と
い
う
光
物
の
固
有
名
詞
で
事
項
検
索
し
た
場
合
は
、「
光
」

で
検
索
し
た
場
合
の
約
二
倍
の
事
例
が
挙
が
る
。
た
だ
し
固
有
名
詞
に
よ
っ
て
は
、「
木
」
や
「
石
」

の
よ
う
に
光
物
と
し
て
は
意
外
な
対
象
物
を
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
光
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
統
一
し
た
。

（
25
）　http://w

w
w

.nichibun.ac.jp/Y
oukaiD

B2/index.htm
l

（
二
〇
一
七
年
八
月
一
六
日
ア
ク
セ

ス
）

（
26
）　

怪
異
と
し
て
の
「
目
が
光
る
」
事
例
に
つ
い
て
は
、
山
本
陽
子
「
光
る
も
の
は
奇
跡
か
妖
怪
か
―

和
洋
・
神
仏
に
お
け
る
発
光
す
る
も
の
へ
の
好
悪
感
覚
の
相
違
―
」
徳
田
和
夫
編
『
東
の
妖
怪
・
西

の
モ
ン
ス
タ
ー
―
想
像
力
の
文
化
比
較
―
』
勉
誠
出
版　

二
〇
一
八
年
刊
行
予
定
、
第
六
章
以
下
で

扱
う
。

（
27
）　

千
代
延
尚
寿
「
神
仏
に
縁
あ
る
話
―
石
見
地
方
に
於
け
る
―
」『
旅
と
伝
説
』
一
〇
四
号　

一
九

三
六
年
（1230326

）

（
28
）　

菊
池
照
雄
「
遠
野
の
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
」『
あ
し
な
か
』
通
巻
一
四
〇
号　

十
七
頁　

一
九
七
四
年

（0030297

）

（
29
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
十
三
允
恭
天
皇
九
月
十
二
日
条

（
30
）　

國
學
院
大
學
民
俗
学
研
究
会
「
三
重
県
鈴
鹿
市
旧
椿
村
・
庄
内
村
」『
民
俗
採
訪
』
昭
和
四
七
年

度
号　

一
三
七
〜
一
三
八
頁　

一
九
七
三
年
（2363250

）

（
31
）　

佐
々
木
辰
郎
「
昔
の
人
達
が
見
た
と
い
う
怪
奇
」『
秋
田
民
俗
』
通
巻
九
号
三
六
頁　

一
九
八
三

年
（0020016

）

（
32
）　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
七
巻　

九
六
〇
頁
）

（
33
）　
『
妙
法
蓮
華
経
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
九
巻　

二
頁
）

（
34
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
九
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
八　

一
〇
四
頁　

岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
）

（
35
）　

林
自
光
「
雑
説
囊
話
」『
日
本
随
筆
大
成
第
二
期
』
第
八
巻　

三
六
七
〜
三
六
八
頁　

吉
川
弘
文

館　

一
九
七
四
年
（3540019

）

（
36
）　

岩
崎
安
重
「
群
馬
県
の
伝
説
に
よ
る
玩
具
」『
旅
と
伝
説
』
通
巻
九
二
号　

十
五
〜
十
六
頁　

一

九
三
五
年
（1232863

）

（
37
）　
「
第
十
二
編
口
頭
伝
承　

第
二
章
伝
説
八　

観
音
・
薬
師
・
地
蔵
・
不
動
の
伝
説
（
一
）
観
音
の

伝
説
『
長
野
県
史
民
俗
編　

南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
』
二
巻
三
号　

六
〇
二
〜
六
〇
三
頁　

一
九

八
九
年
（C2020434︲000

）

（
38
）　

永
留
久
恵
「
対
馬
に
お
け
る
蛇
神
の
伝
説
」『
日
本
民
俗
学
』
通
巻
一
二
五
号　

二
〇
頁　

一
九

七
九
年
（1720050

）

（
39
）　

三
浦
甚
十
郎
平
義
陳
「
第
三
編　

風
土
記
・
風
俗
帳
五　

天
明
八
年
伊
達
郡
小
手
庄
風
土
記
」



31

怪
火
か
光
明
か　
　
　

山
本
陽
子

像
と
霊
性
の
根
拠
―
」『
仏
教
美
術
論
集
六　

組
織
論
―
制
作
し
た
人
々
』
九
一
〜
一
〇
七
頁　

竹

林
舎　

二
〇
一
六
年
、
参
照

（
56
）　

実
際
、
江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
に
お
け
る
光
の
霊
験
感
覚
を
悪
用
し
、「
済
松
寺
の

森
か
ら
早
稲
田
目
白
の
辺
り
へ
、
夜
な
夜
な
光
り
物
が
現
れ
た
。
寺
社
奉
行
が
調
べ
る
と
そ
れ
は
寺

僧
の
仕
業
で
、
開
帳
が
近
い
か
ら
人
を
集
め
る
た
め
に
地
蔵
の
奇
特
に
見
せ
か
け
る
た
め
に
し
た
と

い
う
（
和
田
烏
江
「
異
説
ま
ち
ま
ち
」『
日
本
随
筆
大
成
第
一
期
』
第
一
七
巻　

一
三
六
頁　

吉
川

弘
文
館　

一
九
七
六
年
（3140003

））
の
よ
う
な
、
寺
僧
に
よ
る
偽
の
光
物
ま
で
演
出
さ
れ
て
い
る
。


